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(1) 5.15事件以降の軌跡と天皇主義への純化
(2) ~皇道文明優越論』とその概要
(2) 昭和恐慌と農場経営の行詰まり(状況の変化)
1927 (昭和2)年に金融恐慌が勃発したとき，橘孝三郎は34才に達していた
が，この年に茨城県農会農政調査会委員に任命され，その第 l回委員会に出席
する。この頃から橘は県下の農村で講演を開始し，愛郷精神や資本主義の破農
性について熱弁を振うようになっていたのである。
そうした中で， 1929 (昭和4)年の世界恐慌が波及して翌30(昭和5)年の
いわゆる昭和恐慌となり，金解禁の重圧も加わって農村への簸寄せが一段と強
まってきた。特にアメリカの不況から生糸相場が暴落し，繭価を直撃した。す
なわち，生糸価では横浜価格で1929(昭和4)年100斤1，315銭(指数100)だっ
たものが， 1931 (昭和 6)年には593円 (45)と半値以下に暴落し，繭価も同じ
く10貫71円(100)だったものが， 30円 (42)に暴落している。米価も東京正米
でl石28円92銭(100)だったものが， 18円36銭 (63.5)に低落したが，長期的
にみると，この米価低落の背景には，米穀総市場米に占める輸移入米の割合を
上昇させ，逆に地主米の割合を低下させて低米価を実現し，さらには低賃金の
実現をねらう独占資本による農業戦略が存在したことは明らかである。
昭和恐慌では生糸価，米価だけにとどまらず，総農産物価額が低落した。す
なわち，卸売物価指数では1919年を100とすると， 1929年70，1930年58と低下し
帥 『近代日本経済史要覧j]116頁。
仰 川東坤弘「農民層分解の地帯類型と地主制の後退J(山崎隆三編『両大戦間期の日本
資本主義』上巻211頁〉参照。
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たのに対して，農産物価額は1919年100から1929年65，1930年45とより激しい
暴落を示したのである。一方，工業生産物においては，独占価格の維持で農産
物価格との間の鉄状価格差を一層拡大させ，農業経営の破綻に拍車をかけた。
全国農家の総負債額は， 1932 (昭和7)年末で45億4，670万円にのぼったが， 1 
戸当りでみると，小作料収入・農外投資収入ともに減少した地主層では3，367
円にのぼり，自作層も1，367円にのぼった。また自小作層では703円，小作層で
328円であったが，これらの貧農層では，高利貸による差押えや土地取上げな
どが加わって離散が増大した。農村には飢餓状態や欠食児童，借金返済のため
の娘売りなどがみられ，その上，紡績業，製糸業，織物業での解雇や賃金不払
いで失業者の帰農も増大したのである。
橘孝三郎たち兄弟農場は，このような状況の中でデンマーク農法を範とする
畜産複合による協同組合的農業経営を維持し， I資本主義の破農性Jに立ち向
うベく、「ありの如く，みつばちの如く働き続けJ(傍点は原文)， I兄弟達をみ
んな引きいれて(中略)兄等の資産全部をたたきこん」だにもかかわらず，経
営は苦しくなるばかりであった。橘孝三郎は「思へば涙なしには語り得ない血
の十七年であった。」とも語っている。こうして「兄の資財を食ひ，弟の画才を
食ひ，妹の音楽家報酬を食ひ，弟子達の月々の十円に足らざる給与まで、食っ」
てしまうほどの経営逼迫の中で「残飯を食って一日十一時間もの労働に耐え」
ざるを得ない窮乏生活をつづ、けてきたが，それでも「借金こそうんとしよいこ
んでをれ，在り金とではびた一文もなし、」状況に追い込まれ，結局，破産同然
の状態に陥ったのである。
最早や「唯死ヲ以テ立」つ以外に道はない，というほどに追い詰められて
いったので、ある。ここに至って橘は，国家「改造」のための手段として合法運
側 『長期経済統計9 農林業j]146'"'-' 9頁。
的 『日本年業年鑑』昭和17年版。
側隅谷三喜男『昭和恐慌j]293頁。
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動か非合法運動(クーデター〉かの決断を迫られるに至ったものと言うことが
できる。ニーチェの「反逆の哲学」と北一輝の国家「改造」論とが急速に橘の
脳裏を覆ってきたにちがいない。こうして，まず着手したのが愛郷塾の結成
だったのである。
(3) 愛郷塾の結成と愛郷会の政治的進出(変化への対応)
① 愛郷塾の結成
橘自身が m自営的農村勤労学校』なる愛郷塾と申す村塾」と呼んだ愛郷塾
は， 1931 (昭和 6)年4月に結成された。その結成の動機については，林正三
の訊問調書によれば， Iもともと宗教的立場から農村生活の理想実現の一手段
として，真の農村子弟を養成仕様とした処に在ったので、したが，時勢は斯くの
如く急転直下しましたので，橘の思想も亦従って急変し，仏の心が降魔の剣と
ならねばならなくなった訳であります。塾生に対する教育指導も自ら激烈に
なって来ました」と述べているよう花，当初の農村子弟の養成は急転して「降
魔の剣」の育成となった。したがって，塾生採用についても「熱烈にして真剣
な，求道心を有する者のみに限る。し、し、かげんな者は断じてとらなし、」とい
う，いわばエリート養成となったのである。
かくて塾の構成は，教師として橘孝三郎，林正三，後藤園彦らが当り，塾生
には杉浦孝，塙五百枝，大貫明幹，矢吹正吾，春田信義ら，のちに5.15事件に
参加するメンパーで占められた。塾での教育内容は，青年部では午前中に農村
学，哲学入門，経済学入門，午後には実地作業で，合理的小農経営法が教育さ
れ，国家「改造」のエネルギーとなる農本主義者育成に目標がおかれたものと
側 橘孝三郎『農村学』はしがき 4-7頁。同4章で基本型独立小農として，一戸当り平
均耕地面積約l町l反，水田二毛作とし，自作農で568円51銭の赤字，小作農305円21
銭の赤字が見積られている。
側松沢哲哉前掲書120頁。
(51) 豊島武雄前掲書40頁。
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言ってよい。
このような愛郷塾の結成と符節を合わせるように，橘は井上日召一派との接
近を深めてし、く。すなわち1930(昭和5)年に茨城県郡珂郡前渡村の小学校で、
農村問題の講演を行なったとき，同小学校の訓導であった井上日召一派の古内
栄司と知り合い，その関係で翌31(昭和 6)年 5月に井上と懇談する機会を
もった。つづいて同年8月には，代々木の権藤成卿所有の家で，権藤の所説に
傾倒している藤井斉，三上卓，古賀清志ら，いずれも5.15事件に関連する海軍
青年将校と密議を行い，同月には小石川の井上日召宅で，橘は再び農村問題に
関する講演を行なって海軍青年将校たちに社会「改革」の必要性を痛感させて
いる。言いかえれば青年将校たちにとっては，橘の講演内容がファシズム運動
の精神的支柱のーっともなったし，天皇制ファシズム促進のための深部の力と
もなったのである。
同年12月には古賀清志・中村義雄の両海軍中尉が，はじめて愛郷塾を訪れ，
橘に翌1932(昭和 7)年1月開催予定の土浦震ケ浦航空隊教官・学生に対する
講演を依頼した。これら一連の講演こそ，同年7月に刊行され，クーデターに
もとづく国家「改造」運動の指導書となった『日本愛国革新本義』と同じ内容
をなすものであった。
② 愛郷会の政治的進出
愛郷塾の結成や，井上日召および海軍将校など，のちの5.15事件実行メン
バーとの接触などと併行して，愛郷精神の拡張を主な目的としていた愛郷会
も，合法運動の枠内であるが，漸く政治的進出をめざすようになる。すなわち
橘たちは，愛郷会による合法運動(~農村学j =権藤路線)と愛郷塾による非合
法・テロリズム運動(~日本愛国革新本義』二井上路線〉とへの二極化を示しは
(5~ w現代史資料4 国家主義運動U 93頁0
(53) 滝沢誠前掲書143頁。
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じめたので、ある。それは，そのまま橘たち小ブルジョアインテリゲンチャの動
揺性を示すものであったと言うことができょう。
ところで愛郷会の政治的進出の前提となったのは， 1931 (昭和6)年11月結
成の農本主義者による共同戦線である日本村治派同盟への加盟であった。同盟
の主なメンバーは平凡社社長で啓明会・農民自治会の下中弥三郎，農民協議会
の長野朗，法政大学教授小野武夫，作家で新しき村の武者小路実篤，自治学会
の権藤成卿，作家の今東光ら27名であり，その思想的共通項は概ね「反都市J，
「反資本主義人「反近代」などであった。このようにして翌1932(昭和7)年
1月に愛郷会は幹部会を開いて政治的進出を決議し，農本社会党の結成をめざ
して活動を開始することに決定したのである。
同年2月には，長野朗らとともに早くも日本村治派同盟を脱会し，農本連盟
の結成をめざして雑誌「農本連盟」を創刊するが， 3月には，この農本連盟第
1回全国協議会において政治的進出をめぐって三派に分裂してしまう。このよ
うに資本主義体制の「破農性」の下で，それを「超克」しうる科学的展望を確
定できないこれら「経済主義的ロマン主義者」たちは，その小ブルジョア的動
揺性と集燥感から専ら感性とエリート意識のみをいたずらにぶつかり合わせて
分裂を繰り返すのである
この年の 2月に井上準之助蔵相が， 3月には団琢磨(三井財閥〉がそれぞれ
井上日召一派の小沼正，菱沼五郎によって暗殺されるという，いわゆる血盟団
事件が起こり，日本ファシズム促進に一段と拍車をかけた。このようなテロリ
ズムにまさしく呼応して同 3月には古賀海軍中尉が第2回目の愛郷塾訪問を行
なって決起を迫っている。かくて，これ以降，橘ら愛郷塾と古賀，中村ら海軍
将校たちとの間でクーデタ一計画が再三にわたり練られるようになり，愛郷塾
は，漸次井上日召らの「革新J=テロリストグループの有力な構成員となって
いくのである。
倒豊島武雄前掲書48頁。
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一方，農本連盟分裂のあと，同4月には権藤成卿を顧問格として自治農民協
議会が結成され，農村救済請願運動に取り組むことになっ長。結成の主体と
なった者は，長野朗の根回しによるが，橘孝三郎をはじめ日本農民協会の和合
恒男，マルクス主義離脱の農民運動家である稲村隆一，国民開放社の宮越信一
郎らであったが，その綱領として， r 1. 政治的には我が社稜体統公同自治を
確立す 2. 経済的には我が共存互済の原則により農を本とし衣食住物資の充
足に努む 3. 教育は人の性能を甑養するを以て目的とす 4. 外交は彼我協
和の主旨を重んじ有無疏通を以て目的とす」などの4項目が掲げられ，ここに
は明らかに権藤の影響がみられた。
同協議会は直ちに第二次臨時議会をめざして全国農民の署名による一大請願
運動を開始し，その請願内容として， r 1. 農家負債三ヶ年据置 2. 肥料資
金反当一円補助 3. 満蒙移住費五千万円補助jの3ケ条を掲げた。
この間，橘は5.15事件に至るまで古賀，中村らのグループとクーデタ一計画
を練りつづけ，合法的請願運動と併行して非合法テロリズム路線を追求してい
たので、ある。ところが5.15事件に先立つ5月5日には愛郷塾において橘の「渡
満」が決議されて12日には出発する。これらの決定と行動は，一見不可解であ
るが，彼らの論理からすれば，井上日召らの意見もあって，塾メンバーが捨身
になって国家「改造」を成就したあと，橘をして「建設」に当らせることに目
的をおいていたものと言うことができる。同時にその「渡満J直後には，愛郷
会は自治農民協議会に呼応して 3ケ条請願運動の取組みを決定するのである。
しかし，この 3ケ条請願運動は，反資本主義的ポーズを示しつつ農民を組織
化し，結果的には農民の要求を「満州」移民など対外的に外らしてし、く役割を
果たすことになるのである。しかも請願運動における権藤たちの思想的前提
は，あくまでも要求獲得闘争自体におかれていたのではなく，僅かな経済的助
成で勤労節約と精神主義とにもとづく自力更生を推進して，自救の道=共同体
$@ 滝沢誠前掲書254"-'6頁。
-203-
-698一
村落自治と秩序美化を確立することにおかれていたので、あった。したがって，
このような事実上体制擁護的な運動のあり方が，やがては加藤完治らの精神作
興運動へと連動されていくことになるのである。
ところで5.15事件のあとの合法運動たる請願運動をみると，同年6月末には
全国16県3万2千名の署名を集め，同月 6日には3ケ条請願を衆議院で通過さ
せた。同13日には，時局匡救の臨時議会開催や農村負債整理などを含む政友会
協議案が可決され， 8月22日以降臨時議会召集が決定されて自治農民協議会の
運動は一段と活発化していったのである。
N W日本愛国革新本義』の提起と国家「改造」運動-I現代の反逆J-
(1) 非合法運動への転換
① 10月事件による挫折と血盟団事件
一方，橘たち愛郷塾による非合法運動への転換の軌跡をみることにしよう。
その起点は10月事件にさかのぼる。
10月事件とは， 1931 (昭和6)年9月「満州事変」直後，陸軍内で企てら
れ，未遂に終ったクーデタ一計画である。すなわち同年の 3月事件に失敗した
桜会の橋本欣五郎や長勇，民間人の大川周明らを主謀者として，その計画内容
はp 軍隊を動かして犬養内閣の閣議を襲撃し，戒厳令を敷いて荒木貞夫(当時
中将〉を擁立して「革新」政権を樹立しようとするものであった。つまり「満
州事変」後の園内を戦時体制にするために国家「改造」を遂行しようとして企
てられたクーデター未遂事件であったが，主謀者たちの内部分裂と軍首脳部の
怯みによって失敗に帰した。しかし，その結果は，主謀者たちに対する処分も
M 請願運動の性格づけについては，青木恵一郎は「農民と軍部ファシズムを結びつけ
る契機」となったとしており(~日本農民運動史~ 4巻304頁入奥谷松治は「ファシズ
ムの前進に一大画期を示した」としている(~思想~ 407号12頁〉が，農業政策はもちろ
んのこと，政治情勢においても大きな転換をもたらしたことは間違いない。
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謹慎のみで済まされ，むしろ軍部「革新」派の皇道派と統制派とへの分裂の契
機となったのである。
ところで，この事件に先立つて井上日召は，前年の 1月頃，霞ヶ浦航空隊の
飛行学生であった海軍「革新」将校藤井斉と知り合って肝胆相照らす間柄とな
るが，同 5月に藤井が九州大村航空隊に赴任することになって，井上が藤井の
代わりとして海軍側の活動をとりまとめるために上京する。井上は，それまで
に北一輝著『日本改造法案大綱』を読んで，その「非凡さ」を知り， I改造」の
ために尽力する意志をかためていたと言われているが，この点は，井上と橘と
の関係からみて重要であろう。
このような推移の中で1931(昭和6)年8月クーデター (10月事件〉の計画
のために日本青年会館で全国規模の陸・海・民間同志の会合が開催されたが，
その主な参加者は，陸軍側菅波三郎，大岸頼好ら 6名，海軍側藤井斉，三上
車，古賀清志ら 8名，民間側西国税，井上日召，古内栄司，小沼正，菱沼五
郎，四元義隆，それに愛郷塾の橘孝三郎，後藤園彦ら11名の計25名であった。
この会合では，西田が司会者となって，中央本部(西田の自宅〉の設置，海
軍，陸軍，民間の各責任者の選定や連絡体制を決定している。民間側では愛郷
塾責任者橘孝三郎，大洗責任者古内栄司，中央本部には西田，井上，菅波らが
それぞれ配置された。しかし10月17日早暁にクーデター主謀者たちが憲兵隊に
検束されて，先述の通り計画は挫折に終る。
10月事件挫折後，西田や菅波ら陸軍側分子が急速に態度を「後退」させたた
めに，海軍側と民間側のみで計画の続行を決め， 1932 (昭和 7)年 1月に井上
の借家(権藤成卿所有〉を根城にして，海軍側古賀清志，中村義雄ら，民間側
井上日召，古内栄司，四元義隆，池袋正凱郎らが集まり，そこで2月1日(紀
元節〉を期し財界政界特権階級の巨頭を暗殺すること，藤井ら地方在住の海軍
$~ 10月事件については， ~現代史資料 4 国家主義運動 1j] 65'""71頁参照。
側向上74'""81頁。
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側分子に伝えるため四元を派遣することなどを決定した。しかし，上海「事
変」勃発で藤井らが上海「出征」となったために，改めて計画を細目に至るま
で練り直し，具体策を決定した。それによると井上が計画実行の総指揮に当
り，他の分子は一人一殺主義の暗殺を2月7日以降に実行する，暗殺目標を政
友会犬養毅，床次竹二郎，鈴木喜三郎j民政党若槻礼次郎，井上準之助，幣原
喜重郎，三井系池田成彬，団琢磨，三菱系木村久寿弥太，特権階級西園寺公
望，牧野仲顕，伊東巳代治，徳川家達らに定めるという内容であった。
いわゆる血盟国事件は，その直後に，この計画に呼応して起こされたもので
ある。すなわち先述した通り 2月9日井上準之助蔵相が小沼正によって， 3月
5日に三井合名理事長団琢磨が菱沼五郎によってそれぞれ暗殺された。その結
果，一人一殺主義の計画をもっ血盟団の存在が当局によって感知され，井上日
召の自首につづいて14名が検挙されて計画は一旦頓坐したのである。
したがって橘ら愛郷塾と残存分子古賀ら海軍側将校たちとによって， 3月事
件から10月事件，そして血盟団事件と同一線上に立つクーデター (5.15事件〉
計画が再度練り直されていくことになる。
② クーデター計画の再策動
古賀，中村両海軍中尉は井上の自首を知って，まずは当初の計画通り第2障
の決行を決意した。すなわち，橘孝三郎の愛郷塾，陸軍士官候補生の分子，血
盟団の残党を糾合して海軍側と連携し，大川周明，本間憲一郎，頭山秀三らの
援助を求め，さらには西国税や菅波三郎ら陸軍側をもひき入れてテロリズムを
決行しようということであった。この場合井上日召は橘をテロリズム実行者か
らはずして，クーデタ一実行後の国家「建設」の担当者に設定しようとしてい
たが，古賀や中村は，そのことを知らずに橘をも含めて愛郷塾全員にテロ決行
を要請したのである。
$9) 向上84'"6頁。
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3月中旬に古賀は再び愛郷塾を訪問して橘たちに決起を迫り，中村も交えて
再びクーデタ一計画の練り直しをはじめる。橘は， r革新」的思想に燃えていた
同塾教師後藤園彦，橘の妹婿で、同教師の林正三にも相談して，愛郷塾生より適
任者を選ぶなど，ここに愛郷塾あげて，計画に参加することに決したのである。
3月末には橘は権藤から非合法運動への深入りを戒められているが， 4月初日
には後藤とともに古賀・中村と再度会って実行計画(第1次〉完成をめざす。
この頃，原宿の長野朗宅で農村救済請願署名運動を起こすことに賛同している
ように合法運動をも併存させていたが，中心はすでに非合法二テロリズム運動
に移行させていたので、ある。 4月16日には古賀が第3回目の愛郷塾訪問をし，
実行計画(第2次〉を検討しているが，同時に古賀・中村と橘・後藤間で，
クーデタ一計画を他に洩らす可能性があるとみなした西国税の暗殺を決定して
いる。
以上の策動を経て最終的計画が4月末ごろに決定された。これによると「第
一段，全隊を三組に分ち，首相官邸，牧野邸，工業倶楽部を襲撃する。第二
段，一，二組は憲兵隊に自主し，三組(工業倶楽部)は東郷元帥を宮中に参内
せしめること。別働隊として，愛郷塾は変電所を襲撃し，東京市内を暗黒化す
る。川崎長光は西田税を暗殺すること。斯くして軍政府樹立した暁は，大川と
通ずる陸軍同志，長野朗を中心とする農民一派，大川・頭山系の民間革命家其
他一般愛国団体が，此の軍政府を支持することを予想する」という内容であっ
た。橘は塾生をつれて水戸の東部変電所を見学し，林正三は変電所襲撃用手楢
弾6個の交付を受けて，いよいよクーデタ一計画の実行は決まった。このよう
な計画樹立の直後に，国家「改造」の実行を唱道した『日本愛国革新本義』が
刊行されるのである。したがって，この『本義』刊行は，計画実行が失敗しで
も，それに続く者あることを願い，そしてその継承者たちへの「啓発」の意を
込めてのことであったと言うことができょう。
側向上94"-8頁。
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(2) W日本愛国革新本義』の概要
『日本愛国革新本義~ (以下，単に『本義』と略す〉は以上みてきたような非
合法=テロリズム運動の策動過程で構想され，そして講演され，その結果1932
(昭和 7)年 5月に刊行されたものである。したがって，その巻頭にある
「撤」は「生命ニ価スルモノハ唯生命ヲ以テノミスベシ。日本愛国革新者ヨ，
日本愛国革新ノ大道ノ為ニ死ヲ以テ，唯死ヲ以テ立テ」とヒステリックにテロ
リズムを前面に打ち出したものとなっており，同時に「日本ハ尊厳極ミナキ皇
室ヲ中心トシテ世界ニ比ナキ団結力ヲ有スル」と露骨に天皇制国家=日本資本
主義国家を擁護し， I愛国同胞主義ハ国体ニ生クJべしと強要するものとなっ
ている。また「世界ノ大勢，国内ノ実状，ートシテ国体改造ノ急ヲ告ゲザ、ノレモ
ノ無シ。日本ノ危機タル真ニ未曾有ト称セザル可カラズ。之ヲ救フモノハ何ゾ。
唯愛国革新ノ断行アルノミ」と述べているように，危機感と焦燥感を色濃くに
じませて，国家「改造J=クーデターを急務とするというものであった。一見
まことに勇ましい「革命J的言辞で壮語されてはいるが，以下の本論と併せ見
るまでもなく，きわめて空疎な響きしか聞こえてはこない論調に終始していた。
本書は全4篇よりなるが，第 l篇，第2篇は『農村学』第3・第4篇とほぼ同
工異曲のものでしかない。
すなわち第 1篇「日本愛国革新の絶対性」第l章「世界の大勢」では， Iフラ
ンスは英国の如く決して農村を破壊し，国土を犠牲にして世界に寄生するやう
な事を致しませんでした。常に農村を保護してまゐりました」と資本主義国フ
ランスを紹介し， I目下ヨーロッパをリードしアメリカさへ動かしつつあるフ
ランス現在の強さはその国土の強さであり，然る時に又その国民社会の完全性
であると断ぜ、ざるを得なし、」と，そのフランスをもちあげ，それに習って「日
本も世界の大勢に従って方向を転換せねばなりません」と強調する。いわば，
一方で資本主義の「破農性」を説きながら，他方ではその枠内での農業存続を
説くのである。
次いで第2章「園内の実状」では， I富国強兵の実は，機械発明，大産業の発
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達，通商貿易の発展等によって促されたる大都市の異状なる膨脹と，それに逆
比せる農村の最も惨櫓たる荒廃と同時に『大都市に巣食ふ特権者及び、財閥の連
合支配力』の強大化確立の下に見出さるる一般大衆中農民大衆の瀕死的貧困化
によって挙げうるもの」であり，このような状態では「一刻も猶予を許しませ
ん。何とかせねばならんのです。かくて我々は愛国同胞主義精神に更生らねばな
らんのであります」として， I愛国革新の大運動!J I決死的動行へ躍進するこ
とにー効も猶予す可からざる所」だと「革新」的行動ニクーデタ一計画の実行
を迫るのである。
第2篇「日本行詰の根本原因」第一章「マルサス主義批判Jは『農村学』と
ほぼ同じ内容の反復であり，第2章「マルクス主義批判」も同様であるが，後
章は「要するにマルクス主義説明は独り日本に取ってのみではないが，特に日
本の農村が何故破壊されつつあるのか，日本農民は何故食ってゆけないのかの
説明になら」ず， Iマルクスの説は全然都市工場だけに適用される可きもの」と
して，農村主義者特有の論法とマルクス主義に対する一知半解的な認識で論難
しようとしているにすぎない。
第3章「タチバナ主義的説明」では， I目下日本農家の経済状態がどんなもの
であるかを実例によって示した」いとして， I愛郷会の会員のー篤農家Jの収入
支出を示してみせる。それによると， 1927 (昭和2)年度赤字30.79円，翌28
(昭和3)年黒字92.12円， 29 (昭和4)年黒字34.55円，であったが， 30 (昭
和 5)年度には再び赤字29.00門を計上している。この農家は「頗る精農家で自
作農としては地方の代表者格」であるにもかかわらず， I以上の表に現はれた
やうな経済状態に在るのでして，他は推して知る可しだろう」として「何故か
うなったのか」と問いかけ，一言ですれば，それは「資本主義の破農性」にあ
ると力説するのである。しかし「歴史の草創から然りしものではなし、」とし
て， I権藤先生あたりの御説によると，所謂官治と農民自治が交々相取って
代ってまゐった跡が歴然としてのこされjており，社稜にもとづく大化改新へ
の回帰を展望するのである。そもそも「農村を土台としておる東洋文明と，都
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市を中心とせる西洋文明との聞には，その成立発達に於て根本的に相異なれる
文化本質の流れが伝はってをJるとして，タゴールの例などを引用したりして
IW土ヲ亡ボス一切ハマタ亡ブ』。ギリシア然り，ローマ然、り，而うして大英帝
国の現状は何を我々に物語ってをる」だろうかと問いかけ， I日本は過去たる
と，現在たると将たまた将来たるとを聞はず土を離れて日本たり得るものでは
ない」として「土への回帰」を唱道するのである。
第3篇「日本救済の大道」第1章「西洋資本主義唯物文明の超克と日本愛国
同胞主義」では，元来，日本においては， I国がある支配者によって危くされま
すと，きっと君民一体で愛国革命を遂行し来た」のであり， Iこれが即ち日本の
永遠性を確実にして来た根本主義であると同時に，此所に国体の比類なき貴さ
が光ってをる」根拠があるとして，まず天皇制国家を擁護する。ところが現状
は「実にひどすぎる。何でも金です。金の前には同胞意識もなければ，愛国精
神もな」く， I一切は金力によって独占化され，支配者の堕落はその極端に達し
て万民枯死せんとしてをるJと慨嘆する。このような橘にとっては嘆かわしい
現状について， I資本主義唯物文明結晶下に於けるヨーロッパは全く東洋的文
明とかけ離れたものを創り出してしま」い， I唯物的個人主義的自由闘争主義
となり，弱肉強食主義となる」に至ったが，その根底には「理智至上主義を採
り，情的徳性の美を忘れて科学は万能の威を振ひ得るものふ如くに偶像化さ
れ」た点があると極めつける。このような文明の影響を受けた「我々は相愛観
念を忘れた。相互信頼を捨てた」とし， Iすべて徹底せる個人主義，理智主義，
売買主義」に陥っているとして，近代合理主義における個人の自立や理性と搾
取・収奪などの「合理」主義にもとづく 「営利主義，売買主義」とを混合し
て，それらをそっくり否定し去るのである。
それを「超克」するためには「東洋の真伝統精神に還ること」であり， I都市
中心の資本主義社会を根本的に消解せしむるに足る，完全全体国民社会を築き
上げる事より外なし、」と断言する。そして「世界革命はロシアよりするものに
非ずして日本より，唯日本よりせざる可からざる事」だとして，社会主義に対
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時し，そのためには「日本は愛国同胞主義に生き，愛国同胞主義は国体に生
く」ことが必要として国体=天皇制国家を再度擁護するのである。
かくて「革新本義に対する要石Jは「東洋的精神文明によって，過程する新
社会にまで変革しようとしてをる」ことにあり， r最近革新本義を談ずる場合
最も困ることは人々が例の革新の階級性なるものに囚はれてしまふ事」である
として， r~万国の労働者よ団結せよ』なぞと申した所で、問題になったものでは
ない」と慢罵する。そして「マルクスの説く所はた父英国に於てのみ可能なの
で，外には何処にも当てはまるものではなし、」とマルクス主義への敵意を剥き
出しにするのである。改めて言うまでもないが，橘のいう「革新Jとは，天皇
制国家を擁護し，労働者の団結とマルクス主義とに敵対することを立脚点にす
るものにほかならなかった。こうして「この未曾有の危機に於て何よりも先に
あらねばならんのは愛国観念であり，同胞精神です。そして之れを最も強烈に
抱いてをる者は申すまでもなく，皆様方軍人と我々農民の外なし、」とし， r日本
をしてこの未曾有の危機より脱出せしめ，更に世界革命の火蓋を切らしむる者
は，日本愛国革新の国民的大動行のそれに於て兵農一致する時以外に求めら
るふものでは断じでありませんJと叫んで，軍人と農民によるクーデターの実
行を煽るのである。
第2章「国民解放大要」では，第一に「障碍物掃蕩」として， r敵は外に在る
ものより内に潜んでをるものこそ数倍」といい， r獅子は身中の虫」によって
「日本を腐らせp 日本を亡ぼさんとしてをる」と「指摘」する。そのために第
二に「内部清算」をとりあげ， r如何なる有為の逸才たりとも大道を売る如きも
のに対しては立所に一万両断あるのみ」とテロへの訴えで威圧する。第三に
「対内策」について「先づ採らねばならんのは(中略〉人心の安定」で，それ
は「勿論衣食住の安定であり，従って職業の安定に外ならなJいが，そのため
には「各方面とも合理化を行はねばならなし、」として，具体的には，まず「月
給取りに七億も八億もの国庫の支出を敢てするやうでは国が立って行かなし、」
と首切り「合理化」と賃金引下げ強行の提案さえも辞さない。また「春修品生
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産の如きは徹底した打撃を受け」ざるを得ないが， I何よりも食糧品生産と軍
需生産」が必要で， I軍需品工業の方はその原料品工業たる各種の重工業まで
国家管理の下に合理化した形に於て，能ふ限り拡大すればよろしいJと，結局
は戦時国家独占資本主義を展望するのである。次いで「土地の国民的管理が必
要」だとして， I第一に家産法を設定して農家の生活と生産を安定せしめるこ
と，第二に大地主を無くすること，第三に国有地を解放して内地植民を部落建
設的に行ふことJを掲げているが， I官吏，軍人，教員，大産業労働者等の消費
経済と，農民の消費即生産経済とは市場を消滅する方法に依らしむることなし
に之れを合理化するに協同組合の形式に依り，合理化されたる経済経済自治制
を採らしむる事が最適」として，あくまでも市場経済，資本主義を前提にした
協同組合的改良主義を想定するのである。
以上の園内政策に対して，第四に「対外策jとしては， I日本愛国革新は世界
革命を意味するもの」だとし， I近代資本主義西洋唯物文明の全世界的超克が
日本を中心とし予約されたるもの」と大見栄を張る。そのためには「先づアメ
リカをたたき伏せ，更に国際連盟を屈服せしめる事から始めなくてはならな
しリとしているように対米戦、さらには国連にも敵対しようという北一輝ばり
の好戦的対外政策を煽るのである。その上「一挙にして太平洋上のアメリカの
勢力を粉砕し，支那軍閥の勢力を支那四億万農民の頭上より一掃し，再転して
インドを英国より解放し，ロシアをしてその非を悟らしめてその八分の五以上
を占むる農民本位の革命を遂行せしめ， ドイツを立たしめ」ること，言し、かえ
れば日本によるアジアの「解放J，日本=アジアの盟主論と日独軍事同盟の推
進を提起するのである。まさしく北一輝が想定し，日本の支配層と軍部が実行
していった侵略フ。ランを生写しで提示していたので、あった。
以上で橘の『本義』における「革命」の本質は鮮明になった。その「革命」
政権樹立後の「政策構想」が第四篇「新日本建設大綱Jであり，五つの組織プ
ランよりなっている。まず第一の「政治組織Jでは， I国民をして同自治せし
め」るが，その場合「統治の中心に立つものは国民をよく協同自治の実を挙げ
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得るが如くに指導し統卒するの任に当る一方，国民はその指導統卒下に於てよ
く協同体制中に自治する」とし、う強力な政治統制下の自治形態を想定する。ま
た「国全体が原始村落共産体を大きく引延した，協同体完全国民社会を出現し
得る如き政治組織を出現せねばならない」とし， i必然的に愛国同胞主義の政
治組織でなくてはならなし、」として，結局，それは「王道的国民協同自治組織
の政治組織でなくてはならなし、Jとするように天皇制国家擁護の翼賛体制を推
進するものでしかなかった。さらに言えば， iプロレタリア独裁の如き支配を
置き換へる等の事も絶対に許さる可きものではありません」としているよう
に，それは反共と天皇制国家を支える政治体制だったことになる。
次に「経済組織Jでは「一切の経済組織を国民社会的に統制し且つ組織立て
ねばならなしリとし， i一切の国民的に重大な資源，生産手段，流通機関の営利
目的による独占及び運用を厳禁するJとしているように強力な統制経済を想定
する。ところが， i金融の科学的管理は着々その芽を蔚きつつある実状」である
と主張し， i大産業は主として国民経営の名に於て社会化すれば難なく解決し
得るもの」というように， 1930年代における日本の金融資本の「実状Jを肯定
する，いわば国家独占資本主義体制の推進を想定していたものと言うことがで
きょう。したがって「要はたX機械的大産業をして厚生経済原則の上に国民共
同自治社会的新日本建設の大目的の為に統制し管理せよ」と言うにすぎないと
し「而して世界的大回転を夢むるが如き危険極まる錯誤の最も甚しきものに
投げこまれるやうな事をしてはならなしリとしているように， i世界史的大回
転J=資本主義社会の揚棄は拒否し，かつ独占排除はあくまで否定するのであ
る。
第三の「共済組織」では，この組織が「政治的に左右され，経済的に動かさ
れるふ事を最も避けねばならず(中略〉厚生生活の基礎工事のーたる共済事業
は国民社会一大独立組織を与へて充分その目的を達成するが如く組織立てねば
ならん性質のものであ」ると述べているように，クロポトキン的相互扶助論を
想定しているが， iその具体的方策は未発達」だと自ら認めているように，きわ
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めて抽象的共済論でしかなかった。
第四の「教育組織」では， r何よりも先に愛国同胞主義精神を酒養するに適せ
るものでなくてはなりません」 としているように愛国主義教育=国家主義教育
を強制し，その内容として「東洋思想の淵源をなす東洋的大人格とそれを中心
とせる生きた教育こそ我等の最も学ばねばならず，依らねばならなしづ と一方
的に規定し，教育への介入を明らさまにする。 さらに教育方法について言及し
て「我々の明日の教育及びその組織は東洋思想に深き根を有つペスタロッチ式
自営的共同勤労塾なり」 とし， クーデター要員を養成しつつある愛郷塾教育を
想定するのである。
最後に第五の「国防組織」では， r日本軍隊壮丁の七割以上が農村の子弟たる
事実を考へ(中略〉強兵の実は常に農村の実情如何に左右されたるの事実を考
へる時(中略〉 この兵農主義による大軍隊の組織といふ点について大いに考へ
ねばならん」 と述べているように，兵士二農民，富国強兵=農村重視という論
理を主張したもので，結局は農本主義こそ天皇制国家を支える軍事大国推進の
立場であることを自ら告白するものであった。
以上みてきたように農本主義者としての橘孝三郎の思想と行動の一つの不可
避的な到達点=~本義』とその具体化(クーデターの実行〉についてその特質
を考えるとき， レーニンのナロードニキに対する三つの特徴づけをみると，そ
れがきわめて示唆に富んでいて興味深い。すなわち，
「ロシアにおける資本主義を衰退，退歩とみとめること。
レーニンは第一に
このことから，古来
の基柱の資本主義による『破壊』を『阻止させようとする』志向や願望や，こ
れに似た反動的な叫びが生れてくる」ことをあげ，第二に「一般にロシアの
経済体制の，とくに共同体，アルテリ，等をもった農民の，独自性をみとめる
こと」 と，そして 「共同体農民は，資本主義とくらべて， なにかしらより高
く， より良いものとみなされ， ~基柱』の理想化が現れる。農民のあいだでは，
あらゆる商品経済，資本主義経済に固有な諸矛盾が否定され，隠蔽され， これ
らの矛盾と，資本主義的工業および、資本主義的農業における，そのいっそう発
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展した形態との結びつきが，否定されるJことをあげている。また第三には
r~イン÷リゲ、ン;ィナ』およか、国の法律二政治制度主，特定ゐ社会藷階級ゐ
物質的柏会主ゐ関連を無視十るとム」をあげ、ている(傍点は原長)。もちろん，
ロシアのナロード、ニキ主義と日本の農本主義とを単純には同一視することはで
きないが，両者がともに資本主義を退歩とのみみなして，農村共同体を極度な
までに理想化し，ついには反動的な行動にまででてくることは，共通の条件や
土壌のアナロジーをもっ小ブルジョア的急進主義にもとづいていることの証左
でもあると言うことができるであろう。
橘は， この『本義』を愛郷塾生たちをはじめ多くのテロリストや「革新」将
校たちに対して，国家「改造」の指導書として提示し， クーデタ一計画の実行
(5.15事件〉を促そうとしていったのである。
(3) クーデタ一計画の実行とその結末
すでにみたようにクーデタ一計画での愛郷塾の役割は，別働隊として変電所
を襲撃し，西国税を暗殺(川崎長光へ依頼〉することにあった。 ところで別働
隊の構成であるが，橘孝三郎を盟主にしてその秘書に塾生春田信義をおき，そ
の下に首脳部として塾教師林正三，同後藤園彦，連絡係に塾生杉浦孝を配した。
その下に行動隊として大貫明幹，高根沢与一，塙五百枝，横須賀喜久雄，矢吹
省三，温水秀則，小室力也ら 7名の愛郷塾生が編成されたのである。
襲撃対象と方法は，大貫と高根沢が鬼怒電東京変電所，塙が東電田端変電
所，横須賀が東電鳩ケ谷変電所，矢吹が東電亀戸変電所，温水が東電淀橋変電
制 橘孝三郎著『日本愛国革新本義~ (~現代史資料 5
第 1篇51頁・ 52"'-'3頁。
第2篇63頁・ 65頁・ 71頁・ 74頁
第3篇78頁・ 81頁・ 77頁・ 82頁・ 83頁・ 84"'-'6頁。
第4篇87頁・ 88頁・ 89頁・ 90"'-'92頁。
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紛 レーニン「どうし、う遺産をわれわれは拒否するかJ(~レーニン全集~ 2巻512頁)。
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所，小室が東電目白変電所と 7名で6変電所を担当させて， 1変電所に l個の
手摺弾を分配し，一斉襲撃するというものであったが，実際はいずれも単に設
備の一部を破壊したにとどまり， r帝都暗黒化」の目的など達することはでき
ずに逃走するというお粗末な結果に終っ長。この間，橘自身は，すでに述べた
ように 5月5日には橘「渡満」が決定されており， 5月12日には東京を出発し
七5.15事件当日には奉天に到着，直ちに新京へ向おうとしていたのである。
以上のようなお粗末な結果に終った別働隊ニ愛郷塾のクーデター劇への参加
理由について，橘は供述書でいずれも『本義』の反復の域を出ないが，次の三
点を改めてあげ、ている。第一は「国家の現状」が「西洋唯物文明の成熟に犯さ
れ」ており， r利己的物質利害関係あるのみJになっていて「祖国日本は，当然
滅亡す」る状態に至っている。「この国家の現状を黙視することは出来ない。即
ち非常手段によって国民一般の自覚を促すことを期し(中略)身を以て指示せ
んとした事」にあるというのである。第二は「農民の現状」について「農民自
身が奮起して解決し，農村自身，更に日本全体をも救済せざるべからざる使命
を帯び乍ら(中略〉意気と精神力を失」っているから， r農民をして奮起せしめ
むことを期した」としている。第三には「革命行動の真精神」について， r軍部
少壮士官が，単独に事を挙げ，農民側が参加しないならば，彼等青年士官の行
動が，軍部独裁政治実現のためなりと誤解せらるふに至る」ので， r愛郷塾一統
の参加によって，彼等軍部側の今回の行動が，愛国の至誠より国民の前衛とし
て立ちしものであることを一般国民の前に明瞭にせんと期した」とするのであ
る。
このような一見大胆な行動(テロリズム)を煽った橘の個人的な性格につい
ては，田中邦雄が上申書で権藤成卿のことを「放胆な方である」と話している
のに対比して，橘を「謹厳小心なると好対照」と決めつけていることからも分
側 『現代史資料4 国家主義運動 1j] 100'""1頁0
(64) 向上102'""3頁。
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るように， 5.15事件への荷担そのものは，プチブルジョア的「小心」なインテ
リゲンチャの存立自体の危機感にもとづく理性と科学性を喪失した跳梁そのも
のから発したものにほかならなかった。いわば，非科学的な農本主義=I経済
主義的ロマン主義」の実践にもとづく挫折と理性喪失にもとづくクーデター
(=テロリズム)との連動作用だったのである。このような橘のごときテロリ
ストについて，レーニンは「経済主義者とテロリストとは，自然発生的潮流の
あいことなる対極のまえに拝脆するのである。すなわち，経済主義者は『純労
働運動』の自然発生性のまえに拝脆するし，テロリストは，革命的活動を労働
運動に結びつけて揮然一体化する能力をもたないか，またはその可能性をもた
ないインテリゲンツィアの，もっとも熱烈な憤激の自然発生性のまえに拝脆す
るのである。それを結びつける可能性を信じなくなった人，あるいはまだし、ち
ども信じたことのない人には、テロのほかには，自分の激昂した感情と自分の
革命的精力とのはけ口を見い出すことは，実際に困難であるJときわめて適切
な評価を下しており，さらに一層その特徴が鮮明になる。
以上のような「小心J者の跳梁たるテロリズムに対する一つの結末を告げる
判決は，まず橘孝三郎に対しては，起訴罪名，判決罪名ともに「爆発物取締罰
則違反殺人及殺人未遂」であり，求刑・第一審ともに無期懲役であった。その
他愛郷塾メンパー全員有罪で，後藤間彦=懲役15年，林正三=同12年，行動隊
としての塾生たちはいずれも10年，..，_ 7年の懲役刑となって，まさしく惨櫓たる
結果に終ったのである。それは，また橘自身の『農村学』から『本義』に至る
までの思想と行動とその追随者たちとに対する当然の冷厳なる帰結でもあった
と言うことができょう。
制滝沢誠前掲書140頁。
制 レーニン「なにをなすべきか?J (W レーニン全集~ 5巻446'""7頁〉。
制 『現代史資料4 国家主義運動1~ 105頁。
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むすびにかえて一一天皇主義への帰結一一
(1) 5. 15事件以降の軌跡と天皇主義への純化
5.15事件当日，先述の通り橘孝三郎は「渡満」して奉天に到着，ただちに新
京へ向い，そこでしばらく身を隠したのち， 5月24日にはさらにノ、ルピンヘ出
発，ハルピンに再び2ヶ月程身を隠した。しかし最早やこれ以上逃亡は不可能
と観念したのか， 7月24日にハルピン憲兵隊に自首するのである。翌1933(昭
和8)年9月に公判が開始され， 11月には検事の論告求刑が行われて翌34(昭
和 9)年2月には求刑通りの判決が下されて，小菅刑務所に下獄する。橘孝三
郎41才であった。しかし1938(昭和13)年11月には特別減刑，さらに1940(昭
和15)年2月に正式減刑が下され，同 9月には出獄するのである。左翼には峻
厳きわまりなかったのと対照的であった。
この間， 1932 (昭和7)年7月には『農業本質論j，34 (昭和9)年4月には
『家族的独立小農』を建設社よりそれぞれ刊行しており，また40(昭和15)年
9月には愛郷会は解散し，茨城翼賛運動協議会へ合流している。
ところでロシアナロードニキ主義者の特徴のーっとして「反動的な叫びが生
れてくる」ことがレーニンによって指摘されていたが，これと類似して農本主
義者橘の思想にも，すでに『本義』の中で天皇主義(天皇制国家擁護〉あるい
は北一輝と同じように天皇親政による国家「改造」論が唱道されていたことは
先述した通りである。このような「反動的な叫び」をさらに一層前面に押し出
してくるのが，下獄前後からであり，それは1935(昭和10)年の『皇道国家農
本建国論』出版を皮切りに，同年「日本古代国民宗教に関するー論J(未発
掘)， 37 (昭和12)年「昭和皇道大維新綱領書J(同)， 38(昭和13)年「日本皇
道国体本義J(同)， 39(昭和14)年 f日本皇道国体本義J(同)などの発表に
よって具体化される。これらは戦後，それぞれ神武，天智，明治の「天皇論」
として第1部，第2部，第3部に分けて出版されたJ:，さらに1968(昭和43)
年には『皇道文明優越論j(天皇論の第4部)， ~皇道哲学概論j (同 5部〉と続
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刊され， 1970~71 (昭和45~46) 年英文天皇論第 1~3 部も刊行された。
このように下獄前後から天皇主義を内容とする著作を矢継ぎ早ゃに出版して
いった橘の意図は，かつてのようなクーデターによる国家「改造」論を一応潜
在化させ，日本ないしは東洋精神高揚のために，また対欧米戦に勝ち抜くため
の精神的支柱として，また八紘一宇の中心としての天皇を前面に押し出そうと
したことにある。したがって，この意図の具体化は，橘の「現代の超克」論の
不可避的帰結でもあり，橘思想の純化でもあったと言うことができょう。そこ
で，以下その集大成とも言うべき『皇道文明優越論』について検討し，橘の思
想と行動の陥落していくその極みを見届けておこう。
(2) W皇道文明優越論』の概要
本書は序言から結語まで6章からなるが，まず 11 .序言」では， 1日本人独
自の文明(中略〉の中心主体を成す者はすめらみこと(天皇〉であJ(傍点は原
文，以下同じ〉るときめつけ， 1これを皇道文明と臼ふ」と天皇主義を前面に押
し出す。
12.すめらみこと信仰」では， 1すめらみことは永久現人神として，連綿と
して古代日本，即ち豊葦原瑞穂国の元首の立場に立つ。従って，すめらみこと
文明，即皇道文明は文明革命を見たことがない。此点は皇道文明本質検討上，
最も重大な点であって，特に注目を要する。即ち，この根本事に因って，皇道
文明の本質はーにかふってすめらみことの宗教的社会的性格の一点にかふるも
のである」と典型的な天皇中心主義論あるいは皇国史観の極みを述べたて，
「すめらみこと国家の基本」こそ「皇道文明の本質である」と説く。
13.大嘗祭」では天皇即位に関する儀式を述べているが， 14.神武肇国」
では， 1神武は歴史に非ずと云ふ神話学的定義は或は定説化されたところかも
知らんが，事の真実は全く正反対である」と強弁し， m神話は歴史』の世界的
側 橘孝三郎の未発掘論文については，松沢哲哉前掲書所収著作目録326"-'9頁。
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典型である。而して，すめらみこと神話以外にすめらみこと史は実在しない。
すめらみこと史以外に古代日本国民史は実在しないのである。古事記と日本書
紀の史料価値は絶対であるJと断言して，古事記や日本書紀の世界を歴史的事
実と掬りかえるのである。
15 .天皇の変遷」では， 1天皇は主宗教天皇より主政天皇へと，まことに大
きく変遷した」が， 1神武天皇から六百年にして崇神天皇に及んで，天皇は革命
的変遷を遂げ」て， 1それから七百年目にして，大化改新を迎えたJと述べる。
ところが「平安期へ出ると，天皇の元首者性格は全く国定して明治維新まで不
変である」ときめつけ， 1皇統はまことに連綿として今日に及んでゐるJと天皇
制の継続性を強調して，その布石の上に， 1天皇のみは，その本来の，神代より
の元首者性格を喪失せずにふみとどまってゐる。そして，アジアを救ひ，全世
界を救ふべき，皇道日本の世界史的大使命が，この一点にふみとどまってゐる。
されば皇道文明優越論と日ふ」のだと，北一輝らと同様に，アジアの「解放」
=日本盟主論から，さらに天皇制国家による世界制覇への野望に期待を寄せる
のである。
そして 16.結語」として， 1我々は次の三つのどれをか選ばねばならなし、」
として次の三聞を投げかける。すなわち「付日本人は天皇を中心主体として世
界救済開発文明創造運動に参加すべきものであろうか。換言すれば天皇に於て
世界文明的救済主を見出すべきものであろうかどうか。同日本人はマルクス主
義的プロレタリア独裁体制によって，換言すればソ連の衛星国或は中国の衛星
国と相成って，マルクス或はレーニンを世界の救済主と仰ぐべきものがあろう
かどうか。(弓それとも日蓮であろうか。」とし，この場合， 1個人的に日蓮信者
になるのと，この近世西洋科学文明に取って替る，新しい世界人類救済開発文
明創造運動とは全く別問題であって，ご、っちゃにしてはならない。第三聞は取
り下げなければならぬ。第一間と第二問である」と巧みに誘導して，最後に
「皇道日本の世界史的大使命成就のために，日本人我々は世界に優越する皇道
文明を捨てふはならない。また捨てることは絶対に許されない。一一これが本
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章の結論である」と第一間を選択させるというレトリックになっている。
橘にとっては， 1930年代に特に強まってきた日本と欧米両帝国主義の対立
が，すでに『本義』にみられたように「唯物的西洋資本主義文明Jと「東洋的
精神文明」との対立に起因すると映り，かつ民主主義や理知主義も物質的要求
に価値をおく利己心や個人主義・自由主義から発していて「唯物主義」に堕落
していると映ったのである。かくて科学技術文明や民主主義を包含した「唯物
西洋資本主義文明j こそ，その属性たる「弱肉強食主義」や「唯物的個人主義
的自由主義」さらには「営利主義」などによって世界を無秩序と存立の危機に
陥れている元凶に外ならないと見なし， I東洋的精神文明」による「現代の超
克」こそ不可欠であるとしたので、ある。そのためには，対欧米「総力戦jにお
いては「唯物的西洋資本主義文明」と対決するための精神的支柱こそ必要欠く
べからざるものであり，その理念の原型を古事記や日本書紀などに求めて，そ
れらをすべて歴史的事実とデッチあげ， I皇道文明優越」論やのちに唱道され
る国体明徴運動などを通して，天皇=アジアの中心，さらには世界の淵源であ
るとする八紘一宇の思想を押しつけていこうとしたのであった。下獄前後から
開始された橘の思想と行動は，まさに天皇制国家の侵略主義を支える精神的基
盤を構築しようとすることに外ならなかったので、ある。橘孝三郎の思想と行動
の最終的到達点は，まさにこの点にこそあった。
側 n天皇制」論集』第2輯所収26頁・ 28頁・ 31頁・ 3'"'-'4頁・ 40'"'-'42頁・ 4頁。
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